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会
場
の
コ
ス
モ
ス
が
満
開
と
な

り
、
秋
晴
れ
の
会
場
に
今
年
最
高

の
入
園
者
を
数
え
た
、
10
月
10
日

（
日
）
越
知
町
観
光
協
会
主
催
の

第
28
回
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
俳
句
大

会
が
、
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
俳
句
愛
好
者
が

参
加
し
、
主
催
者
の
岡
林
友
一
観

光
協
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
30
名
の
応
募
作

品
に
つ
い
て
、
参
加
者
全
員
と
特

別
選
者
に
よ
る
選
句
が
行
わ
れ
、

上
位
得
点
者
か
ら
、
次
の
通
り
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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ま・ち・の・話・題

第
28
回
越
知
町
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

　
第
28
回
越
知
町
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
が
、
10
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で

の
16
日
間
開
催
さ
れ
、
多
く
の
見

物
客
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る
コ

ス
モ
ス
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
花
馬
車
や
巨
大
コ
ス

モ
ス
迷
路
、
釣
り
堀
が
人
気
を
集

め
、
特
に
休
日
の
花
馬
車
に
は
順

番
待
ち
の
人
々
で
長
蛇
の
列
と
な

り
ま
し
た
。

「
今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
」

第
28
回  

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
俳
句
大
会

町
長
賞

　
背
の
嬰
が
足
で
よ
ろ
こ
ぶ
秋
ざ
く
ら
　
仁
淀
川
町
　
市
川
　
千
秋

議
会
議
長
賞

　
秋
櫻
手
櫛
で
な
お
す
母
の
髪
　
　
　
　
　
佐
川
町
　
河
村
　
茂
子

教
育
長
賞

　
百
近
き
母
に
頬
よ
せ
秋
を
告
ぐ
　
　
　
　
須
崎
市
　
田
村
　
和
子

観
光
協
会
長
賞

　
霊
峰
の
裾
染
め
あ
げ
て
秋
桜
　
　
　
　
　
佐
川
町
　
片
岡
　
幸
枝

あ
け
ぼ
の
句
会
会
長
賞

　
受
け
流
す
こ
ん
な
日
も
あ
り
吾
亦
紅
　
　
須
崎
市
　
谷
脇
　
智
子

秀
吟
賞

　
秋
桜
揺
る
る
は
罪
を
吐
く
よ
う
に
　
　
　
佐
川
町
　
味
元
　
昭
次

　
弁
殻
格
子
か
ら
出
る
女
秋
し
ぐ
れ
　
　
　
須
崎
市
　
山
野
上
博
子

　
黍
飯
の
今
日
や
は
ら
か
く
母
を
呼
ぶ
　
　
佐
川
町
　
竹
崎
　
い
と

　
俳
句
あ
り
友
あ
り
生
き
よ
う
秋
ざ
く
ら
　
越
知
町
　
西
　
せ
つ
子

　
か
ま
き
り
の
大
上
段
や
日
本
晴
れ
　
　
　
越
知
町
　
岡
田
　
美
央

特
別
選
者
に
よ
る
入
選
五
句

　
ふ
る
里
の
小
さ
き
町
や
吾
亦
紅
　
　
　
　
越
知
町
　
辻
　
　
静
香

　
秋
桜
母
に
洩
ら
し
た
捨
て
ぜ
り
ふ
　
　
　
い
の
町
　
山
下
　
正
雄

　
海
を
背
に
逢
い
て
別
れ
し
夏
の
駅
　
　
　
須
崎
市
　
仁
井
な
る
み

　
コ
ス
モ
ス
や
飯
粒
つ
け
て
母
笑
ま
ふ
　
　
佐
川
町
　
原
田
　
信
子

　
夏
見
舞
返
書
の
切
手
選
び
け
り
　
　
　
　
越
知
町
　
澤
田
　
泰
彦

特
別
選
者
た
む
ら
ち
せ
い
先
生
の
句

　
母
ひ
と
り
故
郷
に
残
す
雁
渡
し

べ
ん
か
ら
こ
う 

し

き
び
め
し

や
や



｜3｜広報おち｜11月号｜

　
10
月
10
日
に
地
区
運
動
会
の
先

陣
を
切
っ
て
、
横
畠
小
学
校
で
横

畠
地
区
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
区
住
民
や
出
身
者
、
越
知
中

学
生
な
ど
約
170
人
が
参
加
し
、
子

ど
も
た
ち
の
少
な
く
な
っ
た
横
畠

の
山
間
に
、
元
気
な
声
が
響
き
渡

っ
た
一
日
で
し
た
。

　
今
年
は
、
越
知
中
学
校
か
ら
生

徒
会
と
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
26
名

が
、
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
種
目
に
出
場
し
、
温
か
い
声
援

を
受
け
て
、
の
び
の
び
と
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
楽
し
み
ま
し
た
。

横
畠
地
区
民
運
動
会

で
元
気
爆
発
！

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

　
10
月
10
日
に
、
高
知
市
総
合
体

育
館
に
お
い
て
、
第
30
回
高
知
市

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
秋
季
大
会

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
杯
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
低
学
年
の
部
（
５
年
生
以
下
・

参
加
13
チ
ー
ム
）
で
は
、
１
、
２

回
戦
と
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で
は

秦
ウ
イ
ン
グ
Ａ
と
対
戦
し
、
０

－

２
（
10

－

21
，
19

－

21
）
と
惜
敗
し

ま
し
た
が
、
３
位
決
定
戦
で
は
、

秦
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｃ
に
２

－

０
（
21

－

8
，

21

－

19
）
で
勝
ち
、
見
事
に
３
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
女
子
高
学
年
の
部
（
参
加
16
チ

ー
ム
）
で
は
、
１
回
戦
高
須
に
２

－

０
で
勝
ち
、
２
回
戦
で
秦
Ａ
と

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
序
盤

は
、
越
知
の
ペ
ー
ス
で
し
た
が
、

徐
々
に
相
手
の
力
が
勝
り
、
２

－

１
（
21

－

15
，
9

－
21
，
15

－

21
）

で
競
り
負
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

優
勝
し
た
秦
Ａ
に
善
戦
し
た
こ
と

は
、
大
変
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
練
習
に
励
み
、

頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
関
心

の
あ
る
小
学
生
は
、
お
ち
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

サ
ニ
ー
マ
ー
ト
杯
で
3
位
入
賞

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

　
僕
た
ち
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

は
、
８
月
20
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
、
徳
島
県
の
大
鳴
門
橋
児
童
軟

式
野
球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
鳴
門
大
会
で
は
、
１
回
戦
に
オ

ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
で
、
山
梨
県
代

表
の
増
穂
と
い
う
チ
ー
ム
と
試
合

を
し
ま
し
た
。
増
穂
は
、
以
前
に

こ
の
大
会
で
優
勝
経
験
を
持
つ
強

豪
チ
ー
ム
で
し
た
。
で
も
、
僕
た

ち
も
夏
休
み
に
た
く
さ
ん
練
習
を

し
て
、
こ
の
大
会
で
の
優
勝
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
増
穂
は
思
っ
た
以
上

に
強
く
、
10
対
１
で
負
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
徳
島
に
行

っ
て
試
合
が
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
い
い
経
験
に
な
っ
た
し
、
最
高

に
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

後
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、
僕
た

ち
を
破
っ
た
増
穂
は
、
こ
の
大
会

で
優
勝
し
た
そ
う
で
す
。

　
徳
島
か
ら
帰
っ
て
き
た
後
、
す

ぐ
に
久
礼
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

６
年
生
最
後
の
大
会
で
す
。
そ
の

日
は
、
準
決
勝
と
優
勝
戦
の
日
で

し
た
。
準
決
勝
は
、
土
佐
南
ビ
ッ

グ
エ
ー
ス
と
対
戦
し
、
１
対
０
で

勝
ち
、
決
勝
は
高
岡
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
優
勝
を
か
け
て
試
合
を

し
、
６
対
４
で
優
勝
し
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
大
会
で
、
僕
た
ち
６
年
生

は
引
退
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
の
１
年
間
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
、
奉
加
帳
へ

の
寄
付
や
応
援
を
た
く
さ
ん
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
こ
れ
か
ら
も
、
勉
強
や
野
球
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大
鳴
門
橋
児
童
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
！

久
礼
大
会
で
は
優
勝
！

ま・ち・の・話・題



「
這
え
ば
立
て
、

　
立
て
ば
歩
め
の
親
心
!!
」

　　
昔
の
日
本
は
そ
う
だ
っ
た
と
、

誰
も
が
う
な
ず
く
お
話
で
、
全
国

各
地
か
ら
講
演
依
頼
が
殺
到
し
て

い
る
「
横
峯
吉
文
氏
」
の
高
知
県

初
の
講
演
会
が
、
10
月
6
日
、
越

知
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
と
は

　
一
人
の
人
間
と
し
て
天
命
を
全

う
す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
。

夢
を
持
ち
、
学
ん
で
成
長
し
、
大

人
に
な
っ
て
自
立
し
親
に
な
っ
て

い
く
。

親
と
い
う
の
は

　
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
望
む
の
が
親

心
、
こ
の
親
心
を
し
っ
か
り
自
覚

し
て
、
我
が
子
を
自
立
さ
せ
る
の

が
、
親
の
役
目
。

読
み
書
き
ソ
ロ
バ
ン
は
基
礎
学
力

　
小
学
校
で
は
期
間
は
基
礎
学
力

を
し
っ
か
り
身
に
付
け
る
こ
と
が

絶
対
。
こ
れ
が
学
べ
る
力
の
基
礎

作
り
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
や

っ
と
人
生
の
勉
強
が
始
ま
る
。

転
ん
で
痛
み
を
知
っ
て
、

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
失
敗

や
ケ
ガ
は
、
人
生
を
生
き
抜
い
て

い
く
練
習
。

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
抜
粋
）

　
越
知
町
で
、
昨
年
生
ま
れ
た
子

ど
も
た
ち
は
24
人
で
す
。
少
子
高

齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
過
疎
の
町

越
知
町
、
今
こ
そ
町
民
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
こ
と
や
、
町
の
将
来

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

6
人
制
バ
レ
ー

　
９
月
10
日
（
金
）
か
ら
９
月
22

日
（
水
）
ま
で
の
間
、
ス
カ
ッ
シ
ュ

バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
６
人

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
町
民

総
合
運
動
場
体
育
館
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
成
績
は
、
次
の
通
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

【
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

銀
魂

片
岡
　
　
豊
　
　
矢
野
　
栄
次

中
内
　
由
佐
　

準
優
勝

　
ス
カ
ッ
シ
ュ
岡
田

三
　
位

　
ス
カ
ッ
シ
ュ
上
川

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

啓
二
君

古
味
　
啓
二
　
　
松
井
　
和
幸

西
森
　
康
子
　
　
鈴
木
　
明
美

準
優
勝

　
フ
ァ
ミ
リ
ー

三
　
位

　
四
馬
さ
ん

【
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

　
役
場

　
上
田
　
和
浩
　
　
金
堂
　
博
明

　
井
上
　
昌
治
　
　
岡
田
　
孝
司

　
山
本
　
隆
司
　
　
高
橋
　
雅
丈

　
小
田
ゆ
り
え
　

準
優
勝

　
よ
せ
あ
つ
め

三
　
位

　
オ
ー
ル
ス
タ
ー

　
10
月

17
日
、

第
28
回

高
知
県

中
央
地

区
消
防

操
法
大

会
が
開

催
さ
れ
、

越
知
町

消
防
団
（
西
森
歳
勝
団
長
）
を
代

表
し
て
、
横
畠
分
団
（
箭
野
正
昭

分
団
長
）
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
目
指
し
て
、
６
月
か

ら
猛
練
習
を
行
っ
て
き
た
選
手
た

ち
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
見
事
、
敢
闘
賞

に
入
賞
し
ま
し
た
。
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
選
手
紹
介
】

指
揮
者
　
　
山
地
　
耕
平

１
番
員
　
　
下
八
川
慎
也

２
番
員
　
　
和
田
　
泰
明

３
番
員
　
　
結
城
　
　
勉

補
助
員
　
　
大
原
　
裕
司

補
　
欠
　
　
久
冨
　
孝
壽

　
〃
　
　
　
小
﨑
　
英
昭

見
事
、敢
闘
賞
入
賞
！

越
知
町
消
防
団「
横
畠
分
団
」

第
16
回
体
育
指
導
委
員
長
杯

す
て
き
な
お
母
さ
ん
講
座
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　中学校の体育授業では、以前より武道を取り入れて指導しています。武道の中でも柔道の授業を取

り入れて行っています。

　指導者には越知町少年柔道の指導者で、越知中学校柔道部のコーチもしていただいている茂木春喜

先生に外部講師としてお願いしています。10月５日から始まった柔道の時間は、各学級３時間で合計

18時間お習いしました。

越 知 中 学 校 繋いだ輪を広げる越知中

☆武道の時間（体育の授業）

　生徒会の活動方針の一つに、「地域行事に積極的に参加して、繋いだ輪を広げる越知中!!」がありま

す。

 その方針に「桐見川の七夕」、「日ノ浦あじさいまつり」、「横畠の運動会」、「野老山の運動会」

に参加する計画を立て、生徒会が全校生徒に呼び掛け参加しています。すでに終わった行事もありま

すが、10月10日（日）には、横畠地区の運動会に生徒24人、教員２人で参加してきました。生徒の中

から明治地区にも来てほしいとの話が生徒会にありましたが、明治地区は昨年度行っており、今年は

計画通りの地域の行事に参加しています。10月24日（日）は野老山地区の運動会へ参加しました。

☆地域で生徒が活躍（生徒会）

（吹奏楽部・生活部）
　吹奏楽部と生活部は、「コスモスまつり」の行事に参加しました。

　吹奏楽部は、コスモスまつりのオープニングの日（10月２日）に演奏しました。

　10月10日・11日には、生活部の生徒11人が５人と６人に分かれて、茶道サークルがコスモスまつり

会場で行ったお茶の野点のお手伝いに、事前に放課後に練習を行うなどして２日間参加しました。



｜広報おち｜11月号｜6｜

　広報７月号で、５年生の総合学習の一環として、田植えの体験学習のことをお伝えしましたが、

６月の田植えから４カ月。今度は、いよいよ稲刈りの日がきました。

　10月５日（火）、遊行寺。山﨑さんの田んぼです。５年生全員がスクールバスに乗って行きました。

「大きくなっているかな。稲穂がいっぱいついているかな。」と、わくわくしながら行きました。

　田んぼに着くと、山﨑さんの説明がありました。「今年は、台風が来なかったから良かったけんど、

暑い夏じゃったのであまりいい米にはならなかった。消毒は１回だけで、ほとんど無農薬の状態で

す。」とのことでした。次に山﨑さんの奥さんが、稲刈りの仕方を教えてくれました。「稲束を左手

に持って、のこぎりがまでザクッと１回で刈り取る」ということが大事なことのようです。

　その後は、一人ひとりが、教えられたように丁寧に稲を刈り取っていきました。田んぼの中には、

カエルやバッタも顔をのぞかせ、そちらに気を取られる子どももいました。刈り取った稲は、束に

して山崎さんの所へ持っていきました。山﨑さんがコンバインでお米とワラに一瞬にして分けてく

れました。稲刈りは３時間ほどかかりましたが、涼しい日だったので助かりました。収穫したお米は、

家庭科の調理実習の材料にしたり、もち米に交換してもらって、１月にもちつきをします。それも

また楽しみです。山﨑さん、たいへんお世話になりました。

―　子どもたちの感想から　―

　　今日、稲刈りをさせていただいてありがとうございます。

　　前、植えた時ちっちゃかったのに今日見てみたらものすごくのびていたので４か月でこんなに

成長するんだなあと思いました。　

　　山﨑さん、今日は稲刈りをさせていただいてありがとうございます。カマできるのがこわかっ

たです。山﨑さんは、全しんがかゆくないですか。またよろしくおねがいします。

越 知 小 学 校 稲 刈 り の 体 験 学 習



｜7｜広報おち｜11月号｜

　今回はクーリング・オフの手続きについてです。

〈注意点〉
　ハガキの両面のコピーをとって、
「配達記録便」か「簡易書留」で送り、
コピー・契約書面などは証拠として保
管しておいてください。

※クーリング・オフは電話で
はできません。

【９月21日～30日実施】
●期間中は、パレードやドライバーサービスを行いました。

　ドライバーサービスは仁淀川町引地橋ドライブインにて行い、本年度で
廃校となる県立仁淀高校と、佐川町・越知町に本拠地を構えた
高知ファイティングドッグスにも参加していただきました。

　今回もボランティアの方や地域の皆様、ご協力いただきありがとうございました。

クーリング・オフは必ず書面でします。
クレジットの契約がある場合は、クレジット会社にも同様にハガキで通知するようにしましょう。

－クーリング・オフ　知ってますか？（２）－



｜広報おち｜11月号｜8｜

情　報　広　場

　高吾北消防署仁淀川分署の高規格救急車が新しくなり、運用に先駆け10月14日に安全祈願を行いま

した。

　旧車両は、平成13年８月１日から平成22年10月上旬まで、高吾北消防署仁淀川分署の高規格救急車

として運用され、出場件数4,155件、総走行距離29万㎞と管内の救急出場で大きく活躍してまいりま

した。

　これからも、この高規格救急車で１人でも多くの命を救えるよう、職員一丸となって救命率の向上

に努めてまいります。

　高吾北消防の救急車には、失いかけた「生命の輝き」を“取り戻してほしい”“失わせない”とい

う願いがこめられています。

◆救急（病院紹介）のお問い合わせ先　高吾北消防署　ＴＥＬ２６－２１１１

新型の高規格救急車を導入！

日　　　時 場　　　所

11月8日（月）10時～15時 サンプラザ越知店

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
は
、
子
ど
も
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ
て
支

援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ

す
も
す
（
教
育
委
員
会
）
　
　

昼
間
T
E
L
２
６

－

３
４
０
０

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
び
ゃ

く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
夜
間
T
E
L
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所
　
　
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　
　

　
T
E
L
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー
　

　
T
E
L
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
こ
す
も
す

　
現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
（
ア
ナ
ロ

グ
放
送
）
は
、
平
成
23
年
7
月
24

日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
視
聴
に
つ
い
て
ご

不
明
点
や
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省 

高
知
県
テ
レ
ビ
受
信
者

支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
0
8
8

－

8
1
3

－

0
0
0
0

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

相
談
会
実
施
の
お
知
ら
せ



｜9｜広報おち｜11月号｜

情　報　広　場

　
年
末
は
、
汲
み
取
り
の
申
し
込

み
が
殺
到
し
ま
す
。

　
11
月
中
に
は
、
汲
み
取
り
業
者

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
汲
み
取
り
業
者
】

　
越
知
衛
生

　
T
E
L
２
６

－

０
５
９
１

　
高
吾
北
衛
生
社

　
T
E
L
２
６

－

１
０
５
３

　
佐
川
衛
生

　
T
E
L
２
２

－

１
２
９
０

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
４

し
尿
の
汲
み
取
り
は

　
　
　
　
お
早
め
に

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
離
婚
や

死
別
等
に
よ
り
ひ
と
り
親
家
庭
と

な
っ
た
方
に
、
生
活
の
安
定
と
自

立
の
促
進
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
支
給
の
対
象
は
母
子

家
庭
の
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
22
年
８
月
か
ら
、
父
子

家
庭
の
方
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
支
給
要
件
】

○
父
母
が
離
婚
、
死
別
ま
た
は
母

が
一
定
以
上
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
、
満
18
歳
未
満
の
子
ど
も

を
父
が
監
護
し
、
か
つ
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
と
き

○
父
が
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
給
し
て
な
い
こ
と

【
手
当
額
（
月
額
）
】

○
児
童
１
人
の
場
合

　
４
１
，
７
２
０
円
〜

　
　
　
　
　
９
，
８
５
０
円

　
２
人
目
の
加
算
額

　
５
，
０
０
０
円
　
　

○
３
人
目
以
降
加
算
額

　
１
人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

※
所
得
額
に
応
じ
て
支
給
額
が
変

わ
り
ま
す
。

※
所
得
額
が
一
定
を
超
え
る
と
き

は
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
戸
籍
謄
本
（
全
部
事
項
証
明
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
振
込
先
口
座
番
号
な
ど

・
印
鑑

【
申
請
時
期
】

　
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
る

と
８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

12
月
以
降
の
申
請
に
な
る
と
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と

な
り
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課
児
童
扶
養
手
当
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
５

父
子
家
庭
の
方
も

　
　
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
の
防
止
と
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
（
単
独
浄
化
槽
か
ら
の

設
置
替
え
を
含
む
）
を
設
置
す
る

場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
設
置
す
る
対
象
区
域

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
（
一
部

の
区
域
を
除
く
）
以
外
の
越
知
町

全
域

②
補
助
金
の
交
付
対
象

・
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
浄
化

槽
は
、
一
般
住
宅
設
置
用
で
す
。

・
店
舗
と
の
併
用
住
宅
に
お
い
て
、

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
1
/
2
未

満
の
も
の
を
設
置
す
る
方
や
、
申

請
者
の
同
一
世
帯
内
に
町
税
等
の

滞
納
者
が
い
る
場
合
、
補
助
金
の

交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
法
や
交
付
要
綱
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

環
境
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

③
補
助
金
額

④
平
成
22
年
度
設
置
再
募
集

　
５
人
槽
が
３
基
分
残
っ
て
い
ま

す
。
受
付
は
、
申
請
書
の
提
出
順

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
１
月
に
は

受
付
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

（
ま
た
５
人
槽
以
外
の
浄
化
槽
に

つ
い
て
も
、
予
算
の
範
囲
内
で
受

け
付
け
し
ま
す
）

⑤
交
付
金
事
業
の
着
手

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
い
方

は
、
必
ず
工
事
着
手
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
１
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
再
募
集
に
つ
い
て

332,000円

414,000円

548,000円

補助金限度額浄化槽の大きさ

5 人 槽

6～7人槽

8～10人槽



｜広報おち｜11月号｜10｜

情　報　広　場

　
就
職
し
た
い
、
転
職
し
た
い
、

資
格
を
取
り
た
い
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

【
日
時
】

11
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

　
セ
ン
タ
ー
無
料
職
業
紹
介
所

　
T
E
L
0
8
8

－

8
7
5

－

2
5
0
0

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ

無
料
就
業
相
談
を

行
い
ま
す

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確

保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て

の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月

10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言

の
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日
の

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー

（H
u
m
an

　R
ig
h
ts

　D
ay

）
」

と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権

擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各

種
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
ま
す
。

 
 

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
関
係
機
関
等
の

協
力
を
得
て
、
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４

日
か
ら
10
日
ま
で
）
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の

意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

 
 

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
今
年

度
の
人
権
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
県
内
の
主
要
個
所
で
「
特

設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
、

D
V
・
セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
の
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

や
、
児
童
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰

な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
、
高

齢
者
や
障
害
者
に
関
す
る
問
題
、

そ
の
他
嫌
が
ら
せ
等
、
人
権
に
関

す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
最
寄
り
の

「
相
談
窓
口
」
、
ま
た
は
越
知
町
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　【
越
知
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

岡
　
義
雄

片
岡
重
敦

片
岡
と
き
子

【
越
知
町
特
設
相
談
所
】

12
月
3
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

会
場

=

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8

－

8
2
2

－

3
5
0
3

１２
月
4
日
か
ら
１０
日
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
週
間
で
す

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性

の
人
権
問
題
解
消
に
向
け
、
次
の

と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

 

期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
平
日
は
時
間
を
延
長
し
、

午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

１
　
実
施
期
間
　
　

11
月
15
日
（
月
）
か
ら

11
月
21
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間

２
　
時
間    

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

３
　
電
話
番
号    

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

※
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

               

４
　
取
扱
内
容
　
　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
問
題
、

暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題

５
　
そ
の
他
　
　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す

     ◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
法
務
局

　
人
権
擁
護
課

　
T
E
L
０
８
８

－

８
２
２

－

３
５
０
３

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

　
　
　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
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平成22年度　ひろい健診のお知らせ

～ インフルエンザ予防接種について ～

　特定健診および肺がん検診のひろい健診を下記の日程で行います。10月に特定健診を受診で

きなかった方は受診してください（ただし、がん検診は、肺がん検診以外は実施しません）。

　越知町では次のとおり、インフルエンザワクチン接種費用の自己負担軽減を行います。

【実  施  期  間】　平成22年10月１日（金）～平成23年１月31日（月）

【実施医療機関】　町内医療機関・県内委託医療機関

【対　 象　 者】　越知町に住民登録のある方

※軽減が受けられるかどうかの確認は、個人情報保護のため、電話等ではお答えできません。

◆お問い合わせ先　越知町保健福祉センター　ＴＥＬ２６－３２１１

◆お申し込み・お問い合わせ先　越知町保健福祉センター　ＴＥＬ２６－３２１１

12月  5 日（日）

12月  6 日（月）
保健福祉センター

実施日 実施場所

８：00～10：00

受付時間

越知町の国民健康保険の方で

40～74歳までの未受診の方

対象者

国保人間ドック、10月に特定健診が受けられなかった方は…

があります。

65歳以上の方
※60歳以上65歳未満で
　心臓、腎臓、呼吸器
に重い障害がある方
（身体障害者手帳１級相当者）

事前に医療機関に接種日時をご確認の上、健康被保険証または年齢
を確認できるものを持参し、接種を申し出てください。
接種料金（自己負担金）は、1,000円です。

自己負担金免除証明書を医療機関へ持参すれば、無料で接種できます。
接種前に必ず、印鑑を持参して、越知町保健福祉センターにお越しい
ただき、申請書を提出してください（代理申請をする時は、代理人の印
鑑も必要です）。

事前に医療機関に接種日時をご確認の上、接種してください。
接種料金（全額自己負担）は、医療機関にお問い合わせください。

自己負担金免除証明書を医療機関へ持参すれば、無料で接種できます。
接種前に必ず、印鑑を持参して、越知町保健福祉センターにお越しい
ただき、申請書を提出してください（代理申請をする時は、代理人の印
鑑も必要です）。

注）親族以外の方が代理申請をする時は、委任状が必要な場合があります。
（詳しくは、お問い合わせください）

65歳未満の方

町民税課税世帯の方

町民税非課税世帯・

生活保護受給者の方

町民税課税世帯の方

町民税非課税世帯・

生活保護受給者の方

情　報　広　場
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新たな様式の運転免許証の発行が開始されます

地球にやさしい電話帳をつくるため、古い電話帳の回収にご協力を

　ＮＴＴグループでは、地球にやさしい取り組みとして、新しい電話帳をお届けする際に古い電話

帳を回収させていただき、それを新しい電話帳の原材料とする『電話帳クローズドループリサイク

ル』の取り組みを行っております。11月に新しい電話帳をお届けした際には、配達員に今までお使

いになった古い電話帳をお渡しください。

　なお、新しい電話帳をお届けした際にご不在の場合には、後日改めて回収にお伺いいたしますの

で、お手数ですがタウンページセンタまでご連絡ください。

　また、タウンページセンタでは電話帳に関する各種ご要望（お届け先や配達冊数の変更等）も承

っております。お気軽にお申し付けください。

◆お問い合わせ先　タウンページセンタ　　０１２０－５０６－３０９（無料）

受付時間／平日　午前９：００～午後５：００

お休み／土曜・日曜・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）

☆高知県では、新たな様式の運転免許証の交付を平成22年11月下旬ごろから順次開始します。これ

までの運転免許証との変更点、ご注意いただきたい点は以下のとおりとなっていますので、ご確

認をお願いいたします。　

※臓器提供の意思は、必ず表示しなければならないものではありません。また、この部分を記載し

ていないからといって、運転免許行政上の取り扱いに影響を与えるものではありません。

※臓器提供の意思等を表示する方法については、（社）日本臓器移植ネットワークが作成している

リーフレットを参照してください。

※一度表示した臓器提供に関する意思を変更する場合には、（社）日本臓器移植ネットワークが作

成している臓器提供意思表示カード（ドナーカード）を使用してください。

※運転免許証の更新及び保管、運転免許の取り消し、停止等に伴い運転免許証を提出した場合には、

更新（併記を含む）後に交付される運転免許証または臓器提供意思表示カード（ドナーカード）

等の書面に臓器提供の意思等を記入するようにしてください。

※このほか、臓器提供の意思表示に関する質問等については、以下の連絡先にお問い合わせくださ

い。

◆お問い合わせ先　（社）日本臓器移植ネットワーク　東京都港区虎ノ門1－5－16 晩翠ビル３階

　０１２０－７８－１０６９（携帯電話からは０３－３５０２－２０７１）

ＦＡＸ：０３－３５０２－２０７２

ICカード免許証の全国導入に伴う
本籍欄の削除

改正臓器移植法の施行に伴う
臓器提供の意思表示欄の設置
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高知県暴力団排除条例が制定されました

■県は、公共工事などの県のすべての事務・事業から暴力団を排除するなど、率先して暴力団の排

除のための措置を行います！

■青少年の健全な育成を図るため、学校などの施設から200メートル

　の区域内で暴力団事務所を開設・運営することが禁止されます！

■事業者は、暴力団の威力を利用する目的や活動に協力する目的

　などで、暴力団員等に金品を渡すことが禁止されます！

■不動産所有者や宅建業者などは、暴力団事務所に使用されること

　を知って、不動産取引をすることが禁止されます！

■祭礼や花火大会などの行事主催者は、露店出店者が暴力団員等で

　あることを知って、露店を出店させることが禁止されます！

こんなときには、お電話を！ ～ ひとりで悩まないで ～

　犯罪の被害に遭われますと、その後においても事件を思い出して怖くて不安になったり、眠れな

くなったりするなど、心身ともにいろいろな症状に悩まされることがあります。

　被害に遭われた、あなた！　警察はあなたの味方です。

　警察の人に話を聞いてもらいたいけど、警察署に行くのはちょっと勇気がいると迷われている方、

警察では次のような各種相談電話を設置し、それぞれ専門の職員が相談にお応えします。

　ひとりで悩まないで、まずは電話をかけてください。

警 察 総 合 相 談 電 話

犯罪被害者ホットライン

ヤ ン グ テ レ ホ ン

い じ め 相 談 電 話

サイバー犯罪相談電話

レディースダイヤル110番

暴 力 相 談 電 話

困りごと相談、警察に対する意見・要望

犯罪被害に遭われた方の心の悩み

少年の非行や問題行動に関する相談

子どものいじめに関する相談

性犯罪被害に遭われた女性の悩み

暴力団等の被害に関する相談

088－871－3110

088－822－0809

088－872－7867

088－875－3110

088－873－0110

088－823－0110

088－823－9110
♯9110

◆詳しくは、県警ホームページまたは

　県警察本部組織犯罪対策課暴排第２係まで

　ＴＥＬ０８８－８２６－０１１０

条例の施行日
平成23年4月1日

罰則の対象となります

勧告・公表の対象となります

勧告・公表の対象となります

勧告・公表の対象となります

インターネット使用による各種犯罪の相談
【メールアドレス　haiteku@i-kochi.or.jp】

相 談 電 話 内 　 　 容 電 話 番 号

情　報　広　場



　
こ
の
た
び
、
遺
族
の
方
が
年
金

と
し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の

う
ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な

っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る

最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に

係
る
税
務
上
の
取
り
扱
い
を
改
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か

ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に

つ
い
て
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な

っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
お
手
続
き
（
更
正
の
請
求

ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
扱
い
の
変
更
の
対
象

と
な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の
お

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w
.n
ta.g
o.jp

】

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い

方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付

で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権

が
、
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税

対
象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に

相
続
税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が

生
じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

須
崎
税
務
署

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
９

－

４
２

－

２
３
５
５
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相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る

生
命
保
険
や
損
害
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、
平
成
22
年
10
月
25
日
（
月
）

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

・
対
象
者
は
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
6
月
16
日
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で
す
。

・
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年

10
月
25
日
〜
平
成
24
年
3
月
31

日
で
す
。

・
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に

届
い
て
な
い
方
は
、
当
基
金
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
・
事
業
部
特
別
給
付
担
当

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７

－

０
５
９

－

２
０
４

（
I
P
電
話
、
P
H
S
か
ら
は
）

０
３

－

５
８
６
０

－

２
７
４
８

受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
18
時

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
）

戦
後
強
制
抑
留
者

の
皆
様
へ

　
野
老
山
発
、
「
お
と
な
の
学

校
」
の
み
な
さ
ん
と
「
わ
ら
」
で

縄
を
作
っ
て
、
木
の
実
な
ど
の
飾

り
を
つ
け
た
リ
ー
ス
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
お
昼
は
お
い
し
い
食
事
を
作
っ

て
く
れ
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
23
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

【
場
所
】

野
老
山
小
学
校

【
募
集
人
員
】

70
名

【
参
加
費
】

無
料

【
締
切
】

11
月
12
日
（
金
）

◆
お
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

伝
承
行
事

　 

参
加
者
募
集

　
ク
ヌ
ギ
な
ど
広
葉
樹
の
木
を
育

て
る
こ
と
に
よ
り
、
森
が
持
つ
水

の
保
水
力
お
よ
び
浄
化
力
を
高
め
、

山
と
里
と
川
の
豊
か
な
自
然
環
境

づ
く
り
を
い
っ
し
ょ
に
目
指
し
ま

せ
ん
か
。

①
実
施
日

12
月
12
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

②
集
合
場
所

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

午
前
8
時
15
分
集
合

※
現
地
集
合
の
方
は
、
午
前
９
時

50
分
に
黒
森
山
へ
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

③
植
樹
場
所
　
黒
森
山

④
参
加
費
　
無
料

⑤
持
参
品
　
昼
食
・
飲
み
物
・
植

樹
の
で
き
る
服
装

⑥
申
込
締
切
日

12
月
1
日
（
水
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6

－

1
1
6
4

仁
淀
川
の
森
に

木
を
植
え
よ
う
！

―
山
は
川
の
生
み
の
親
―

　
　
黒
森
山
植
樹
第
3
弾

贈与税



　
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
、
少
し
経
験
の
あ

る
方
、
親
子
（
小
学
生
以
上
）
で

楽
し
み
た
い
方
な
ど
、
興
味
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
日
程
】

11
月
９
日
（
火
）

11
月
16
日
（
火
）

11
月
30
日
（
火
）

12
月
７
日
（
火
）

全
日
程
と
も

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

【
場
所
】

町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
参
加
料
】

１
，
０
０
０
円

（
４
日
間
の
受
講
費
）

※
た
だ
し
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
は
無
料
で
す
。

【
指
導
者
】

高
知
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
普
及

委
員

【
申
込
方
法
】

　
所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

町
民
会
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
上
の
注
意
】

○
原
則
と
し
て
、
全
日
程
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

○
運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

（
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
申
込
書
の
ラ
ケ
ッ
ト
有

無
の
欄
に
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
）。

○
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

○
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

F
A
X
2
0

－

1
0
5
1
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吾
北
ほ
ど
の
コ
ー
ス

【
日
時
】

11
月
24
日
（
水
）

午
前
８
時
30
分

　
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
８
時
40
分

　
サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時
30
分

　
帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
鎌
井
田
―
出
来
地
―
日
比

原
ほ
ど
の
公
園
―
い
の
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２
，
７
０
０
円

（
弁
当
代
を
含
む
）

・
人
員
に
達
す
る
と
締
め
切
る

・
集
合
時
間
厳
守

・
申
込
期
限
は
11
月
15
日

・
雨
天
決
行

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
（
３
区
）

T
E
L
２
６

－

０
４
５
８

歩
こ
う
会

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

参
加
者
募
集

◀募集・案内▶

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
種
目
・
日
時
】

第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

11
月
21
日
（
日
）
午
後
７
時
か
ら

【
受
付
】

午
後
６
時
30
分
か
ら

【
場
所
】

越
知
町
民
会
館
２
階

【
参
加
費
】

１
人
300
円

（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
付
き
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
は
無
料

【
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
と
は
】

　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
体
力
や
年

齢
を
問
わ
ず
手
軽
に
楽
し
め
、
基

本
動
作
と
特
有
の
呼
吸
法
に
よ
り
、

血
行
促
進
・
便
秘
・
不
眠
症
・
ス

ト
レ
ス
解
消
な
ど
数
多
く
の
病
気

予
防
に
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
試
合
方
法
】

　
参
加
人
数
・
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、

主
催
者
側
で
部
分
け
し
ま
す
。

【
表
彰
】

　
上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞

を
授
与
し
ま
す
。

【
申
込
先
】

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
町
民
会
館
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
日
】

11
月
17
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

【
そ
の
他
】

　
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
。
　
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
・
町
民
総
合
運
動
場
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
町
民
会
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０

－

１
０
５
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集
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◀募集・案内▶

す
て
き
な

お
母
さ
ん
講
座

第
４
回
講
演
会

11
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

「
ボ
ロ
は
着
て
て
も
心
は
錦
!!

　
　
　
　
　
〜
夢
を
か
な
え
る
」

・
講
師
　
山
本
　
文
子
先
生

第
４
回
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座

11
月
27
日
（
土
）
午
後
3
時
〜

「
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
＆

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
で
す
て
き
な
お
母

さ
ん
に
大
変
身
!!
」

・
講
師
　
村
上
　
瞳
先
生

※
講
演
会
は
町
民
の
皆
様
全
員
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
は
、
保
・

幼
・
小
・
中
の
お
母
さ
ん
が
対

象
で
す
。

※
す
べ
て
無
料
・
託
児
所
有
り
。

（
要
予
約
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
会
館
（
河
添
・
鎌
倉
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

「
新
成
人
の
集
い
」
の
ご
案
内

　
平
成
23
年
１
月
３
日
（
月
）
、

越
知
町
民
会
館
に
お
い
て
、
平
成

22
年
度
新
成
人
の
集
い
を
行
い
ま

す
。

　
案
内
状
を
11
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
越
知
町
に
住
所
が
な
い
方

で
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】

　
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
河
添
・
前
田
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

　
子
育
て
中
の
親
子
の
方
を
対
象

に
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
方
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
日
時
】
　

11
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

　
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階
検
診
室

【
内
容
】

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り

【
講
師
】

　
岡
本
加
代
子
先
生

（
在
宅
保
育
士
）

【
持
参
す
る
も
の
】

　
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
、
お
子
さ
ん
の
お
茶
・
お
や

つ
等
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月

15
日
（
月
）
ま
で
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６－

３
２
１
１

母
子
保
健

事
業

【
主
催
】

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会

【
日
時
】

11
月
26
日
（
金
）

午
後
７
時
か
ら

【
受
付
】

午
後
６
時
30
分
か
ら

【
場
所
】

町
民
総
合
運
動
場
体
育
館

【
参
加
資
格
】

　
参
加
チ
ー
ム
は
、
１
チ
ー
ム
に

つ
き
、
満
点
カ
ー
ド
を
２
枚
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
チ
ー
ム
編
成
】

１
チ
ー
ム
３
人
と
す
る
。

※
男
性
は
、
２
人
以
内
と
す
る
。

（
女
性
３
人
で
の
参
加
も
可
）

　
　
た
だ
し
、
１
部
希
望
の
チ
ー

ム
は
、
男
性
３
人
で
の
参
加
も

可
と
す
る
。

※
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
１
・
２
・

３
部
・
初
心
者
の
部
と
す
る
。

※
特
に
初
心
者
の
部
へ
の
参
加
は

大
歓
迎
で
す
。

【
表
彰
】

　
上
位
チ
ー
ム
に
表
彰
状
・
副
賞

第
14
回
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

を
授
与
し
ま
す
。

　
参
加
チ
ー
ム
に
は
参
加
賞
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

【
試
合
方
法
】

　
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
、
主
催

者
側
で
決
定
し
ま
す
。

【
申
込
先
】

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
、
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
町
民
会
館
ま

た
は
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
日
】

11
月
22
日
（
月
）

午
後
５
時
ま
で
（
期
限
厳
守
）

【
そ
の
他
】

○
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
も
て
ま

せ
ん
。

○
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
、
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加

盟
店
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
会
館

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０

－

１
０
５
１
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園
庭
開
放

「
秋
を
楽
し
も
う
！
」

◀募集・案内▶

　
今
月
の
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

の
食
事
会
で
は
、
保
育
園
の
給
食

体
験
も
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
11
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
10
日
（
水
）

食
事
指
導
と
食
事
会

※
食
育
の
大
切
さ
を
学
び
、
保
育

園
の
給
食
を
食
べ
よ
う
！

※
食
事
指
導
は
午
前
10
時
10
分
か

ら
で
す
。
　
　
　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

◎
19
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！
　

◎
24
日
（
水
）

品
物
作
り
を
し
よ
う
！

※
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
品
物
を

作
り
ま
す
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原
・
井
上

　
T
E
L
２
６－

２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
戸
外
で
落
ち
葉

や
ド
ン
グ
リ
を
集
め
て
遊
ん
で
い

ま
す
。

　
み
ん
な
で
秋
の
自
然
物
を
使
っ

て
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？
　
　

　
ぜ
ひ
、
お
い
で
て
く
だ
さ
い
。

待
っ
て
ま
す
。

【
日
時
】

11
月
９
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
幼
稚
園

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6－
１
１
０
７

第
2
回 

仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
　
越
知
町
実
地
説
明
会

『
三
嶽
古
道
を
歩
く
』

　
特
異
な
地
質
と
自
然
、
歴
史
か

ら
日
本
の
地
質
百
選
に
も
選
ば
れ

た
横
倉
山
は
、
古
く
か
ら
信
仰
の

山
で
あ
り
、
ま
た
人
々
の
生
活
の

山
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
歴
史
・
伝
承
と
ロ
マ
ン
に

満
ち
た
横
倉
山
の
道
『
三
嶽
古

道
』
を
歩
き
、
横
倉
山
の
大
地
が

育
ん
だ
豊
か
な
自
然
環
境
（
ジ
オ

パ
ー
ク
）
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
日
】

　
11
月
13
日
（
土
）

【
集
合
場
所
・
集
合
時
間
】

　
宮
の
前
公
園
に
午
前
7
時
30
分

【
参
加
費
】

　
1
，
0
0
0
円

【
行
程
】

午
前
7
時
30
分
―
集
合
・
受
付
・

開
会
―
バ
ス
に
て
仁
淀
川
町
谷
山

へ
―
三
嶽
古
道
出
発
地
・
谷
山
出

発
―
横
倉
山
第
三
駐
車
場
到
着
・

バ
ス
に
て
博
物
館
へ
―
博
物
館
見

学
後
、
宮
の
前
公
園
で
解
散
―
午

後
４
時

※
歩
く
距
離
は
約
９
㎞
で
す
。

【
申
込
締
切
日
】

　
11
月
8
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

　
お
弁
当
・
飲
み
物
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
山
歩
き
の
で
き
る
服
装

で
お
願
い
し
ま
す
。

【
横
倉
山
】

　
横
倉
山
は
、
4
億
年
以
上
前
の

日
本
最
古
の
化
石
を
産
し
、
土
佐

国
唯
一
の
修
験
者
の
霊
場
で
あ
り
、

安
徳
天
皇
潜
幸
伝
説
が
語
り
継
が

れ
る
山
で
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
な
植
物
学
者
で

あ
る
牧
野
富
太
郎
が
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
山
と
し
て
も
知
ら
れ
、

杉
や
ア
カ
ガ
シ
の
古
木
が
残
る
森

の
植
物
相
は
多
様
な
生
物
が
生
息

す
る
環
境
を
育
ん
で
い
ま
す
。

【
主
催
】

　
三
嶽
古
道
を
歩
く
実
行
委
員
会

【
共
催
】

　
越
知
町
、
越
知
町
平
家
会
、
越

知
町
商
工
会
、
越
知
町
観
光
協
会
、

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
友
の
会
、

仁
淀
川
・
四
国
カ
ル
ス
ト
ジ
オ
パ

ー
ク
協
議
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

１
１
６
４

※
こ
の
事
業
は
仁
淀
川
・
四
国
カ

ル
ス
ト
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
越
知
町
実
地
説
明
会
と
し
て

共
催
し
て
い
ま
す
。



｜広報おち｜11月号｜18｜

　
秋
の
夜
長
に
は
暖
か
い
オ
ン
ド
ル
に

お
腹
を
ピ
ッ
タ
リ
く
っ
付
け
て
、柿
を
食

べ
な
が
ら
お
婆
ち
ゃ
ん
の
昔
話
で
も
聞

い
て
い
た
い
季
節
。な
の
で
今
月
は
、ト

ラ
と
柿
に
ま
つ
わ
る
韓
国
の
昔
話
を
紹

介
し
ま
す
！

　
朝
鮮
半
島
に
は
1
9
5
0
年
頃
ま
で

ト
ラ
が
生
息
し
て
い
た
そ
う
で
、神
話
や

昔
話
に
は
ト
ラ
が
た
く
さ
ん
登
場
し
ま

す
。物
語
の
中
の
ト
ラ
は
、強
い
猛
獣
の

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
は
な
く
、大
ら
か
で
ユ

ー
モ
ア
が
あ
り
、時
に
失
敗
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
り
、人
格
を
も
つ
存
在
と
し
て
描

か
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。子
供

向
け
の
お
話
な
の
で
、も
し
お
家
に
お
子

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、読
ん

で
あ
げ
て
も
楽
し
い
で
す
よ
！（
お
話
の

中
の
擬
声
語
、擬
態
語
、感
嘆
詞
は
韓
国

語
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
い
ま
す
。）　

　
そ
れ
で
は
始
ま
り
始
ま
り
〜

　
遠
い
、遠
い
昔
。深
い
山
の
奥
に
も
の

す
ご
く
大
き
い
ト
ラ
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。ト
ラ
は
、い
ば
り
ち
ら
し
な
が
ら
山

中
を
歩
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。

「
俺
よ
り
力
の
強
い
や
つ
が
い
た
ら
、さ

あ
、出
て
来
い
！
」

　
ト
ラ
は
、山
中
が
ふ
る
え
る
ほ
ど
大
き

な
声
で
、オ
フ
ー
ン
！（
う
お
〜
！
）と
ほ

え
ま
し
た
。山
の
小
さ
な
動
物
た
ち
は
、

そ
の
声
に
驚
き
、慌
て
て
隠
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
、寒
い
冬
の
こ
と
で
し
た
。何

日
も
雪
が
ポ
ン
ポ
ン
降
っ
て
、ト
ラ
は
洞

窟
の
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
腹
が
減
っ
て
、こ
れ
以
上
我
慢
で
き
な

い
。」
　
ト
ラ
は
、オ
ス
ロ
ン
オ
ス
ロ
ン（
の
っ

そ
り
の
っ
そ
り
）と
食
べ
物
を
探
し
に
洞

窟
を
出
て
き
ま
し
た
。

「
ア
イ
ゴ
ー
ペ
ゴ
ッ
パ（
あ
あ
〜
腹
へ
っ

た
）。何
も
食
べ
る
も
の
が
な
い
じ
ゃ
な

い
か
。」

　
ト
ラ
は
、山
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
歩
き
回

り
ま
し
た
。

　
日
が
暮
れ
る
こ
ろ
、ト
ラ
は
山
の
ふ
も

と
に
あ
る
村
に
下
り
て
き
ま
し
た
。あ
っ

ち
の
家
、こ
っ
ち
の
家
を
の
ぞ
い
た
ト
ラ

は
、あ
る
農
家
の
牛
小
屋
を
見
つ
け
ま
し

た
。牛
小
屋
の
中
に
は
一
頭
の
太
っ
た
牛

が
ク
ル
ク
ル（
ぐ
っ
す
り
）と
寝
て
い
ま

し
た
。

「
オ
ル
チ
！（
よ
し

っ
！
）牛
で
も
食

べ
よ
う
！
」

　
ト
ラ
は
、つ
ば

を
ご
く
り
と
飲

み
込
み
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、家
の
中
か
ら「
ウ
ン
ア
ー
ウ

ン
ア
ー（
お
ぎ
ゃ
ー
お
ぎ
ゃ
ー
）と
い
う

泣
き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
イ
ッ
ク
！（
お
っ
と
！
）こ
れ
は
な
ん
の

声
だ
？
」

　
ト
ラ
は
サ
ル
グ
ム
サ
ル
グ
ム（
そ
っ
と

静
か
に
）部
屋
に
近
づ
い
て
み
ま
し
た
。

　
部
屋
の
中
で
は
、お
母
さ
ん
が
、赤
ん

坊
を
あ
や
し
て
い
ま
し
た
。

「
坊
や
、ト
ッ
ケ
ビ（
お
化
け
の
こ
と
）が

き
た
よ
。さ
あ
、泣
き
止
ま
な
い
と
」

　
赤
ん
坊
は
泣
き
続
け
ま
し
た
。

「
ほ
ら
、あ
そ
こ
を
み
て
！
外
に
ト
ラ
が

き
た
よ
！
あ
あ
、こ
わ
い
」

　
お
母
さ
ん
は
本
当
に
ト
ラ
が
来
た
こ
と

は
知
ら
ず
、赤
ん
坊
を
あ
や
す
た
め
に
こ

の
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。そ
の
話
を
聞
い

て
驚
い
た
の
は
ト
ラ
の
ほ
う
で
し
た
。（
あ

の
お
母
さ
ん
は
、俺
が
来
て
い
る
こ
と
を

ど
う
し
て
分
か
っ
た
ん
だ
？
）

　
そ
れ
で
も
赤
ん
坊
は
も
っ
と
大
き
な

声
で
泣
き
ま
し
た
。ト
ラ
は
考
え
ま
し
た
。

（
お
や
、あ
の
子
は
俺
が
ち
っ
と
も
怖
く

な
い
様
子
だ
ぞ
）

　
子
供
が
泣
き
止
ま
な
い
の
で
、お
母
さ

ん
は
棚
の
中
を
が
さ
ご
そ
さ
が
し
、何
か

を
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
坊
や
、コ
ッ
カ
ム（
干
し
柿
）だ
よ
」

　
す
る
と
、ど
う
で
し
ょ
う
。赤
ん
坊
は

泣
き
止
ん
だ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
外

で
聞
い
て
い
た
ト
ラ
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。

（
コ
ッ
カ
ム
？！
コ
ッ
カ
ム
っ
て
ど
ん
な
や

つ
な
ん
だ
！
あ
の
子
が
泣
き
止
む
な
ん

て
！
俺
よ
り
も
力
が
強
く
て
恐
ろ
し
い
や

つ
に
違
い
な
い
。あ
あ
〜
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た
ら
俺
は
コ
ッ
カ
ム

に
捕
ま
っ
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
ぞ
）

　
ト
ラ
は
あ
ま
り
の
怖
さ
に
す
る
す
る

と
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
牛
小
屋
に
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
牛
小
屋
は
真
っ
暗
で
し
た
。し
か
し
そ

の
時
、何
か
真
っ
黒
い
も
の
が
小
屋
の
中

に
ヌ
ー
ッ
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。

（
イ
ッ
ク
、あ
い
つ
が
コ
ッ
カ
ム
に
違
い

な
い
）ト
ラ
は
、怖
く
て
身
動
き
も
で
き

ず
じ
っ
と
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
真
っ
黒
い
も
の
は
、そ
ろ
そ
ろ
と
ト
ラ

に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、ト
ラ

の
背
中
を
ス
ー
ル
ス
ー
ル
な
で
な
が
ら

こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
こ
い
つ
は
肉
も
ま
る
ま
る
と
よ
く
太
っ

た
上
物
だ
〜
」

　
ト
ラ
は
も
う
怖
く
て
た
ま
ら
ず
、ぶ
る

ぶ
る
と
震
え
て
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
が
コ
ッ
カ
ム
だ
と
思
っ
た
の
は
、

実
は
牛
を
盗
み
に
き
た
泥
棒
で
し
た
。牛

泥
棒
は
、小
屋
の
中
が
真
っ
黒
な
の
で
、

中
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
牛
泥
棒
は
や
わ
ら
か
い
毛
の
ト
ラ
を

牛
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
ト
ラ

を
そ
ろ
そ
ろ
と
引
い
て
小
屋
の
外
に
出

ま
し
た
。

（
イ
ッ
ク
！
こ
れ
は
ト
ラ
じ
ゃ
な
い

か
！
）牛
泥
棒
は
驚
き
の
あ
ま
り
大
き
な

声
を
出
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、ト
ラ
は
ト
ラ
で
、コ
ッ
カ
ム
と

い
う
化
け
物
に
捕
ま
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

（
こ
れ
で
俺
も
コ
ッ
カ
ム
に
食
わ
れ
て
し

ま
う
ん
だ
）　
ト
ラ
は
二
つ
の
目
を
し
っ

か
り
つ
ぶ
り
ま
し
た
。

　
牛
泥
棒
は
動
く
こ
と
も
で
き
ず
に
ト

ラ
の
横
に
た
だ
立
っ
て
い
ま
し
た
。

（
よ
し
！
今
だ
！
）

　
ト
ラ
は
泥
棒
が

ぼ
ー
っ
と
し
て
い

る
間
に
逃
げ
よ
う

と
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、自
分

が
食
べ
ら
れ
て
し

ま
う
と
思
っ
た
牛
泥
棒
は
、と
っ
さ
に
ト

ラ
の
背
中
に
乗
り
、力
い
っ
ぱ
い
つ
か
ま

り
ま
し
た
。

（
あ
あ
、コ
ッ
カ
ム
が
俺
を
食
う
つ
も
り

だ
）　
ト
ラ
は
、も
う
恐
ろ
し
く
て
び
ゅ

ん
び
ゅ
ん
飛
び
跳
ね
、ぐ
る
ぐ
る
回
り
ま

し
た
。一
方
泥
棒
は
、ふ
り
落
と
さ
れ
な

い
よ
う
に
ト
ラ
の
背
中
を
、も
っ
と
強
く

つ
か
み
ま
し
た
。

　
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
飛
び
跳
ね
た
り
、ぐ
る

ぐ
る
回
っ
た
り
、ト
ラ
は
必
死
に
動
き
回

り
ま
し
た
。泥
棒
も
ト
ラ
の
背
中
を
も
っ

と
し
っ
か
り
つ
か
み
ま
し
た
。

　
ト
ラ
は
、今
度
は
も
の
す
ご
い
速
さ
で

走
り
始
め
ま
し
た
。

（
こ
れ
だ
け
速
く
走
れ
ば
ど
ん
な
に
怖
い

コ
ッ
カ
ム
で
も
、落
ち
る
だ
ろ
う
）

　
ト
ラ
は
、あ
り
っ
た
け
の
力
を
使
っ
て

矢
の
よ
う
に
走
り
ま
し
た
。こ
う
し
て
ト

ラ
と
牛
泥
棒
は
、村
を
抜
け
山
の
道
を

走
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
空
が
明
る

く
な
り
始
め
た
頃
、

ト
ラ
の
背
中
に
し
が

み
付
い
て
い
た
泥
棒

は
、頭
の
上
に
枝
が

下
が
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、さ
っ
と
手
を
伸
ば
し
木
の
枝
を

掴
み
ま
し
た
。

　
ト
ラ
は
、そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
ず
走
り

続
け
ま
し
た
。し
ば
ら
く
走
っ
て
背
中
が

軽
く
な
っ
た
の
に
気
が
つ
い
た
ト
ラ
は
、

大
き
な
た
め
息
を
ひ
と
つ
し
て
、そ
の
場

に
座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

「
ふ
う
ー
、す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
コ
ッ
カ

ム
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ

た
」
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松
山
街
道
（
最
終
回
）

大
原
　
純
一

鈴
ヶ
峠
の
灯
明
台
・
続
き

  

灯
明
台
の
背
後
に
旧
池
川
町
が

建
て
た
標
識
が
あ
る
。

　
右
側
面
　
松
山
討
伐
の
道

　
（
慶
応
四
年
二
月
）
勤
皇
志
士

　
脱
藩
の
道
・
中
浜
万
次
郎
帰
国

　
の
道

　　
正
　
面
　
鈴
ヶ
峠

　
　
　
　
　
（
旧
松
山
街
道
）

　
左
側
面
　
池
川
町
教
育
委
員
会

　
裏
　
面
　
平
成
十
三
年
三
月
二

　
　
　
　
　
　
十
七
日
建
立
　

　　
で
あ
る
。

　
天
晴
元
年
で
あ
る
慶
応
三
年
十

一
月
に
は
坂
本
龍
馬
、
中
岡
慎
太

郎
が
京
都
近
江
屋
で
暗
殺
さ
れ
、

明
け
て
翌
年
が
明
治
元
年
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
鈴
ヶ
峠
と
黒
森
山
頂
上
に

至
る
稜
線
上
に
峰
岩
戸
の
人
達
は

池
を
掘
り
こ
こ
に
旧
池
川
町
安
居

の
大
滝
神
社
を
勧
請
し
て
雨
乞
い

の
祭
り
を
し
て
い
た
と
い
う
。

　
彼
の
志
士
も
数
多
の
旅
人
も
ま

た
松
山
藩
征
討
軍
も
こ
こ
で
休
憩

し
隊
列
を
整
え
進
軍
し
て
行
っ
た

の
で
あ
る
。

　
灯
明
台
か
ら
北
斜
面
を
下
っ
て

狩
山
へ
下
り
る
道
が
正
式
な
松
山

街
道
と
資
料
に
は
出
て
い
る
が
、

こ
こ
か
ら
西
の
尾
根
道
を
行
き
、

見
ノ
越
へ
下
り
る
ル
ー
ト
も
あ

り
、
近
年
は
こ
の
道
が
よ
く
利
用

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
松
山
藩
征

討
軍
も
こ
の
見
ノ
越
ル
ー
ト
を
通

っ
て
い
る
。

見
ノ
越
へ

  

西
へ
の
尾
根
道
の
周
囲
は
現
在

杉
林
で
あ
る
が
、
往
時
は
草
原
で

採
草
地
に
な
っ
て
い
た
。
十
二
分

ほ
ど
行
く
と
林
道
は
分
岐
と
な

り
、
見
ノ
越
道
は
右
下
に
下
り
て

行
く
。
倒
木
が
所
々
あ
る
現
在
の

道
は
、
民
有
林
の
木
材
搬
出
用
に

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
り
北
斜
面
近

く
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
や
が
て
街
道
は
、
所
々
に
昔
の

面
影
を
残
す
北
斜
面
を
下
っ
て
行

く
が
、
急
傾
斜
の
勾
配
で
ツ
ヅ
ラ

折
れ
に
な
っ
て
お
り
、
池
川
の
人

達
が
九
十
九
曲
が
り
と
呼
ぶ
急
坂

で
あ
る
。
周
辺
は
桧
林
で
所
々
で

崩
壊
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め

に
ス
ズ
レ
た
急
傾
斜
の
道
を
一
歩

ず
つ
確
か
め
な
が
ら
下
り
て
行
く

こ
と
に
な
る
。
だ
ん
だ
ん
と
膝
に

疲
労
が
蓄
積
し
て
く
る
。
こ
の
厳

し
く
勾
配
の
き
つ
い
ツ
ヅ
ラ
折
れ

の
道
を
、
松
山
藩
征
討
軍
は
分
解

し
た
と
は
い
え
大
砲
ま
で
運
搬
し

て
お
り
、
ま
た
近
年
ま
で
あ
ら
ゆ

る
物
資
や
重
量
の
あ
る
瓦
等
を
当

た
り
前
と
は
い
え
牛
馬
や
人
力
の

み
で
運
搬
し
て
お
り
、
当
時
の
こ

と
を
思
う
と
頭
が
下
が
る
。

　
ま
た
峰
岩
戸
の
人
達
は
、
病
人

が
出
る
と
長
持
の
蓋
や
戸
板
に
病

人
を
乗
せ
池
川
の
安
部
病
院
ま
で

こ
の
急
坂
を
運
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
尾
根
の
見
ノ
越
の
分
岐
よ
り
五

十
分
ほ
ど
か
か
っ
て
お
大
師
堂
跡

に
着
く
。
周
囲
に
は
石
積
み
が
残

り
栂
の
木
が
あ
る
。

　
か
つ
て
は
弘
法
大
師
堂
が
建
っ

て
い
て
旅
人
達
が
手
を
合
わ
し
た

り
、
集
落
の
人
達
が
お
参
り
や
接

待
に
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

今
は
堂
も
な
く
変
わ
り
に
小
祠
が

祀
ら
れ
、
訪
れ
る
人
も
な
い
山
中

に
弘
法
大
師
の
石
像
が
ひ
っ
そ
り

と
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
台
座
に
銘
が
あ
り

　
文
久
三
亥

　
弘
法
大
師

　
三
月
一
日

　
と
あ
る
。
文
久
三
（
一
八
六

三
）
年
前
後
か
ら
世
の
中
は
慌
た

だ
し
く
な
り
、
前
年
に
は
坂
本
龍

馬
、
吉
村
虎
太
郎
等
が
別
街
道
を

脱
藩
し
、
こ
の
年
に
は
土
佐
勤
王

党
首
領
武
市
瑞
山
が
投
獄
さ
れ
、

吉
村
虎
太
郎
戰
死
、
そ
し
て
翌
年

に
は
田
中
光
顕
等
が
脱
藩
し
て
行

く
。

　
こ
の
よ
う
に
歴
史
や
周
辺
の
出

来
事
、
伝
承
を
刻
み
な
が
ら
時
空

を
超
え
、
現
在
ま
で
街
道
は
続
い

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
お
大
師
堂
跡
か
ら
三
十
分
下
り

る
と
狩
山
川
に
出
合
う
。
跳
び
石

に
掛
か
る
板
橋
を
渡
り
見
ノ
越
集

落
に
着
き
、
や
っ
と
今
回
の
黒
森

越
え
踏
査
が
終
了
し
た
。
（
鈴
ヶ

峠
よ
り
一
時
間
二
十
分
）

　
薬
師
堂

─

見
ノ
越
（
三
時
間
四

十
分
）
、
越
知
渡
し

─

見
ノ
越

（
五
時
間
四
十
五
分
）

お
わ
り
に

　
歴
史
の
現
場
に
立
っ
て
つ
く
づ

く
思
う
こ
と
は
、
歴
史
の
彼
方
に

あ
る
時
間
を
い
く
ら
た
ぐ
り
寄
せ

よ
う
と
努
力
し
て
み
て
も
、
当
時

か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
と
こ
ろ

ま
で
時
間
は
流
れ
て
来
て
し
ま
っ

た
感
が
す
る
。
そ
し
て
何
か
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
大
事
な
物
を
置

き
忘
れ
て
た
だ
突
走
っ
て
来
た
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
…
つ

く
づ
く
と
そ
う
思
う
。

往
還
や
若
草
萌
え
し
志
士
の
道

　
長
い
間
の
お
付
き
合
い
を
感
謝

致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
終
）

ふ
る
さ
と
の
道

越
知
史
談
会
No.11

お大師堂跡

狩山川に架かる見ノ越への仮板橋
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

9
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

5

8

7

9

6,629

3,093

3,536

3,041

（△5）

（△7）

（＋2）

（＋2）

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

新
着
図
書

（
一
般
）

＊
く
じ
け
な
い
で

柴
田 

ト
ヨ 

著

＊
ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー有

川 

浩 

著

（
え
ほ
ん
）

＊
ト
イ
レ
の
神
様

植
村 

花
菜 

作

＊
ま
ゆ
と
お
に

富
安 

陽
子 

作

＊
ま
ゆ
と
り
ゅ
う

富
安 

陽
子 

作

＊
い
ち
に
ち
お
も
ち
ゃ

ふ
く
べ 

あ
き
ひ
ろ 

作

＊
ペ
ン
ギ
ン
の
ヒ
ナ

テ
イ
サ
ム 

作

＊
す
て
き
に
へ
ん
な
い
え

タ
イ
ガ
ー
立
石 

作

＊
ハ
ム
ス
タ
ー
の
ハ
モ

た
か
お 

ゆ
う
こ 

作

お
と
な
の
本

「
お
母
さ
ん
の
最
後
の
一
日
」

北
川 

悦
吏
子 

著

　
お
母
さ
ん
の
日
記
の
最
後
の
１

ペ
ー
ジ
…
…
。
か
け
が
え
の
な
い

人
と
の
最
期
の
24
時
間
を
描
い

た
、
心
温
ま
る
家
族
の
物
語
。

「
再
会
」

横
関 

大 

著

　
誰
が
う
そ
を
つ
い
て
い
る
？
幼

な
じ
み
の
四
人
が
校
庭
に
埋
め
た

拳
銃
は
、
二
十
三
年
の
時
を
経
て

再
び
放
た
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
想

い
出
が
重
な
る
と
き
、
時
を
超
え

た
さ
ら
な
る
真
実
が
目
を
覚
ま

す
！
す
べ
て
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

に
と
じ
込
め
た
は
ず
だ
っ
た
。
第

56
回
江
戸
川
乱
歩
賞
受
賞
作
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（10月1日現在）

「
龍
馬
伝 

Ⅳ
」

福
田 

靖 

著

　
幕
末
の
風
雲
児
・
坂
本
龍
馬
33

年
の
生
涯
を
、
稀
代
の
経
済
人
・

岩
崎
弥
太
郎
の
視
線
か
ら
描
く
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
。
シ
リ
ー
ズ
完
結

巻
。

子
ど
も
の
本

「
そ
ら
と
ぶ
こ
く
ば
ん
」

ね
じ
め 

正
一 

作

　
教
室
を
抜
け
出
し
た
２
年
１
組

の
黒
板
が
、
王
様
の
食
卓
に
な
ろ

う
と
、
お
城
を
め
ざ
し
て
空
を
飛

ん
で
い
き
ま
す
：
：
奇
想
天
外
な

黒
板
の
冒
険
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描

か
れ
る
楽
し
い
絵
童
話
。

「
徳
田
さ
ん
ち
は
お
ば
け

の
一
家
」

ね
じ
め 

正
一 

作

　
浅
草
お
ば
け
屋
敷
で
働
く
、
お

ば
け
の
徳
田
家
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
切

な
く
、
心
あ
た
た
ま
る
物
語
。

「
ミ
ク
ロ
の
世
界
」

田
中 

敬
一 

作

　
電
子
の
虫
眼
鏡
で
ま
わ
り
の
世

界
を
見
て
み
る
と
、
な
に
こ
れ
？？

 

タ
ン
ポ
ポ
も
虫
も
、
10
円
玉
も
ま

る
で
異
次
元
世
界
の
物
の
よ
う
に

見
え
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

住
　
所

氏
　
　
　
名

岡
林
吉
太
郎

西
村
　
行
雄

岡
田
　
悦
子

植
田
盛
一
郎

大
川
　
正
唯

中
内
　
敬
雄

山
﨑
　
豊
子

岡
林
　
益
猪

３
区

５
区

８
区

８
区

18
区
１

栂
ノ
森

本
村

五
葉
荘

か
み
さ
ま
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◎
た
む
ら
ち
せ
い
　
平
家
谷
驟
雨
が
叩
く
逃
げ
場
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
※
ダ
ム
底
に
生
家
の
あ
り
て
星
冴
ゆ
る

○
梼
原
　
数
密   
　
秋
立
つ
や
太
陽
揺
る
る
仁
淀
川

　
　
　
　
　
　
　
　
※
客
招
き
そ
よ
風
呼
び
て
秋
桜

○
西
　
せ
つ
子      

お
隣
は
み
ん
な
良
き
人
お
は
ぎ
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
※
コ
ス
モ
ス
は
風
を
呼
ぶ
も
の
揺
る
る
も
の  

○
服
部
す
え
子      

何
の
兆
神
様
蜻
蛉
ふ
う
わ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
※
花
馬
車
も
去
り
て
こ
す
も
す
祭
終
ゆ

○
松
本
　
孝
子      

盆
の
月
一
人
に
余
す
光
を
踏
み

　
　
　
　
　
　
　
　
※
晩
節
の
身
を
明
か
ら
し
む
秋
桜

○
岡
田
　
美
央      

風
止
ん
で
垂
直
に
立
つ
芒
の
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
※
越
し
方
は
夢
か
コ
ス
モ
ス
の
波
の
中

○
辻
　
　
静
香      

朝
毎
の
般
若
心
経
生
身
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
※
仁
淀
川
落
ち
鮎
狙
う
さ
ぎ
一
羽

○
澤
田
　
泰
彦      

絶
景
を
足
下
に
夏
の
馬
鹿
試
し

　
　
　
　
　
　
　
　
※
ビ
ー
ル
飲
む
さ
し
た
る
事
の
無
き
日
に
も

＊
備
考
…
二
句
目
、
※
印
の
句
は
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
俳
句
大
会
へ

　
出
句
し
た
も
の
で
す
。

『
会
員
募
集
中
』

　
あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
毎
月
、
第
２
日
曜
日
の
正
午
か
ら
約
２
時

間
、
町
民
会
館
で
、
た
む
ら
ち
せ
い
先
生
を
講
師
に
勉
強
会
を
開
い
て

い
ま
す
。初
め
て
の
方
に
も
先
生
が
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
・
０
８
９
７
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
け
ぼ
の
句
会

か
げ



来年こそは優勝を！
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“おらんく球団”

高知ファイティングドッグス情報　　vol,6

リーグチャンピオンシップは“高知ＶＳ香川”が対戦！！

定岡監督も一緒に汗を流しました
お疲れ様です

選手が刈った稲を受け取り、園児たちが運びました

７回の攻撃には風船を飛ばし「ドッグス頑張れ！」

「いいぞ！いいぞ！」チャンスに沸くドッグス応援団
©S.M.E

　高知ファイティングドッグスが、町民の方々の
ご支援により無償で借り受け、米を育ててきた文
徳地区の『越知ドッグス田』で10月７日に稲刈り
が行われました。
　６月に越知保育園・幼稚園の園児たちの協力
を得て田植えを行ってから、町民の方々のご協
力により、立派な稲穂が実るまでになりました。
　この日は、田植えを一緒に行ってくれた園児た
ちも応援に駆け付け、選手らと一緒に稲刈りを
体験しました。収穫された米は、選手の食事や
保育園・幼稚園のイベントなどで活用していく予
定です。

『越知ドッグス田』で
　　　園児たちと稲刈り

でん

　四国・九州アイランドリーグの年間優勝を決定するリーグチャンピオ
ンシップに、前後期優勝の香川と年間勝率２位の高知ファイティングド
ッグスが進出しました。
　10月2日に第１戦が高知球場で行われ、越知町からも応援に駆け付
け、熱い声援を送りました。
　試合は１点を争う好ゲームとなり、最終回には「逆転か！？」とスタ
ンドの観客が大いに盛り上がる場面もありましたが、惜しくも３－４で
敗れました。
　翌週の第２戦でも、１点差まで香川を追いつめましたが、反撃及ばず
香川に敗れ、高知ファイティングドッグスの連覇はなりませんでした。


